































経路前置詞に関して、高橋（2017）や Takahashi (2020)が詳しい。） 
 本稿では、動詞と前置詞の機能を持つ形態素の代表例として ตาม を取り上げる。
現代タイ語の ตาม は、動詞としては「沿う /従う /後を追う /辿る（move along, 
follow）」といった意味で使われ、前置詞としては「～に沿って/～に従って/～通
りに/～に応じて（along～, according to～）」といった意味で使われる。古い文献
から伺えるかつての ตาม の使用傾向を踏まえながら、大規模電子コーパス Thai 
〔資料・研究ノート〕
神田外語大学紀要第33号 
The Journal of Kanda University of International Studies Vol. 33 (2021) 
238 








２．１．จรสัดาว อนิทรทศัน์ (1996) 
 タイ語の動詞/名詞（実質語/内容語）と前置詞（機能語/文法語）は連続体を成
す。動詞/名詞から前置詞への文法化の度合いは形態素ごとに差がある。 
 จรสัดาว อนิทรทศัน์ (1996)は、動詞と前置詞の機能を持つ 23 の形態素（จาก ต่อ ตาม ถงึ 




その結果に基づき、23 の形態素を以下のように大きく 3 つのタイプに分類した。
（以下、日本語訳及び英語の補足は筆者による。） 
 
1． 前置詞として使われる率が 75％以上の典型的前置詞（จาก ต่อ ตาม ถงึ ประจาํ 
สู่ เหนือ）。前置詞句として文頭に持っていくことができる。[例(1)(2)：
จาก（去る/離れる leave, get away >）～から from～] 
2． 前置詞として使われる率が 26～74％で、文脈によっては典型的前置






る/超える/渡るcross >）～を横切って/～を越えて/～を跨いで across～] 
3． 前置詞として使われる率が 25％以下の周辺的前置詞（ขนึ เขา้ ลง อยู ่ออก）。
前置詞句として文頭に持っていくことができない。抽象的な無形の意
味の名詞（「สภาวะแวดลอ้ม 環境」など）は後続しない。[例(5)：ลง（下る






2) ท่านไดแ้สดงกบัวงดนตรฟีองนําจากปีพ.ศ. 2525 จนปัจจุบนั 
彼は仏歴 2525 年から（from～）現在までフォンナム楽団と演じた 
จากปีพ.ศ. 2525 จนปัจจุบนั ท่านไดแ้สดงกบัวงดนตรฟีองนํา 
仏歴 2525 年から（from～）現在まで彼はフォンナム楽団と演じた 
3) โทรทศัน์ถ่ายทอดกฬีาขา้มทวปี 
テレビは大陸を跨いで（across～）スポーツを中継する 








* ลงแม่นํา โรงงานปล่อยนําเสยี 
意図する意味：下方の川に向かって（down～）工場は汚水を放出する 
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 จรสัดาว อนิทรทศัน์ (1996)の調査結果によれば、ตาม の前置詞用法の割合は非常に高く
95.84%だった。したがって ตาม は、例(1)(2)の จาก と同様、典型的前置詞に分類さ
れる。[例(6)—(10)：ตาม（沿う/従う/後を追う/辿る move along, follow >）～に沿っ




[「地方」の意味役割：位置 locative (地点 place), 具象物 concrete] 
7) ร้านขายของทีระลึกตงัเรียงรายตามถนน 
土産物店が道路に沿って（along～）並んで建っている 
[「道路」の意味役割：位置 locative (経路 path), 具象物 concrete] 
8) มกีารละเล่นพนืเมอืงตามประเพณีดงัเดมิ 
昔の風習に沿った（along～）その地方固有の玩具がある 
[「風習」の意味役割：位置 locative (起点/起源 source), 抽象物 abstract] 
9) เขาเลือกสอบเข้าคณะนีตามความคาดหวงัของพ่อแม่ 
彼は両親の期待に沿って（along～）この学科を選んで受験した  




[「規定」の意味役割：道具/手段 instrumental; 抽象物 abstract] 
 























る ตาม は、「ทวน 水や風の流れに逆らって移動する、逆行する」の対義語であり、






















そう考えれば、ตาม (นํา) ใจ とは「心の流動体に逆らわずにその流れに素直に従う」
ことだと直ちに了解される。分かり易い比喩である。 














実際には動かない物体の動きが想定された虚構移動 f ictive motion の一タイプで


















 TNC コーパスの検索機能を用いて、ตาม の右隣（後ろ）に生起している形態素
と左隣（前）に生起している形態素を調べた。生起頻度の高い（トークン数の多
い）上位 30 位まで（表 1）あるいは上位 20 位まで（表 2）の形態素をそれぞれ
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表 1：ตาม の右隣（後ろ）の形態素：「ตาม～」 
1 มาตรา 制度、条項 法律, 学術 
2 กฎหมาย 法、法律 学術, 法律 
3 ขอ้ 項目 法律 
4 ลาํดบั 順序 学術 
5 วรรค 法文各条の頭下げ部分、段、句 法律 
6 พระราชบญัญตัิ 法律 法律 
7 ปกต ิ通常、普通 学術 
8 ระเบยีบ 規定、規則、規約、規律、制度、秩序 法律 
9 หลกัเกณฑ ์規定、原則 法律 
10 ธรรมชาต ิ自然、天然 学術, 非学術 
11 คาํสงั 命令 法律, 学術, 小説 
12 บทบญัญตั ิ法律の規定、条項 法律 
13 ประมวล 同種のものを集めた本、編集物、法典 法律 
14 สมควร 然るべき 法律, 学術 
15 ประเพณี しきたり、慣習、慣例、風習、伝統 学術 
16 ประมวลกฎหมาย 法典 法律, 学術 
17 ขอ้บงัคบั 規定、規則 法律 
18 ความเป็นจรงิ 真実 学術, 非学術 
19 วาระ 回、機会、決まった時間 法律 
20 ปรกติ 通常、普通 新聞, 雑多 
21 ธรรมเนียม 習俗、習慣、慣例 非学術, 小説 
22 คาํแนะนํา 紹介や指導の言葉、忠告、アドバイス 非学術 
23 กาลเวลา 時代、時 学術 




25 ฤดูกาล 季節、時季 学術, 新聞, 非学術, 雑多 
26 ขอ้กําหนด 規則、規定、命令 学術 
27 ทศันะ 見解、観念 学術 
28 แบบฉบบั 模範、手本 学術 
29 ซอก 狭い通路、横丁、路地裏 非学術 
30 กฎ 規定、掟、規則 非学術, 学術 
 
表 2：ตาม の左隣（前）の形態素：「～ตาม」 
1 ปฎบิตั ิ遂行する、実行する 学術, 法律 
2 เดนิ 歩く 小説 
3 ดาํเนินการ 実施する、事を進める 法律 
4 ถูกตอ้ง 正しい 学術 
5 ความผดิ 誤り 法律 
6 รกัษาการ 臨時に代理を務める、代行する 法律 
7 วงิ 走る 小説 
8 ปฎบิตักิาร 任務に従って働く 法律 
9 ดาํเนินงาน 仕事を実施して進める 雑多 
10 เรยีง 並ぶ 非学術 
11 จาํแนก 分ける、分配する、分類する 学術 
12 คุณสมบตั ิ性質、能力、資格 法律 
13 ไล่ 追跡する、追い払う、追い立てる、追い詰める 小説 
14 ปฎบิตังิาน 仕事を遂行する 法律 
15 ดาํเนินคด ี法的措置を進める 新聞 
16 โมฆะ 無効 学術 
17 อากร 税 法律 
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18 รบัผดิ 過ちを認める 学術 
19 ตวัแปร 変数 学術 








を従えた ตาม が生起することが予想される。例えば、「เดนิ 歩く」（2 位）と共起す
る ตาม の後ろには「ทาง 道」などの有形の「経路」を表す名詞が生起することが予
想される（「เดนิตามทาง 道なりに歩く、歩いて道を辿る」など）。網掛けされている




 表 1 と表 2 の各段の右端には「小説 fiction、新聞 newspaper、学術 academic、






えられる）場合のジャンルは「小説」「非学術」が多い。「เดนิ 歩く」（表 2 の 2




ルでの使用が多く、「ซอก 狭い通路、横丁、路地裏」（表 1 の 29 位）、「เรยีง 並ぶ」
（表 2 の 10 位）は「非学術」ジャンルでの使用が多い。 
 ตาม の右隣に生起し、有形の意味を表す名詞は「ซอก 狭い通路、横丁、路地裏」
の他にもあった。次の通りである（表 1 から漏れた下位のもの）。「ไหล่เขา 山頂か
ら下方へ坂になった部分」「ทอ้งถนน 路上、路面」「ทอ้งตลาด 市場、市中」「ไรฟัน 歯茎
に包まれた部分」「ลูกสร 矢印」「แนวนอน 水平線」「ซุปเปอรม์ารเ์ก็ต スーパーマーケット」
「สายโลหติ 血統」「ตรอก 横丁」「ลาํนํา 水流」「ซูปเปอรม์ารเ์กต็ スーパーマーケット」「แผงลอย
出店」「วดัวา 寺院」「กรอบหน้า 額の飾り」「หา้งสรรพสนิคา้ 百貨店」。これらの生起頻度が
比較的高いジャンルは「雑多」「非学術」「新聞」である。 
 また、ตาม の左隣に生起し、後ろに有形の意味を表す名詞を従えた ตาม が生起す
ることが予想される形態素は「เดนิ 歩く」「วงิ 走る」「เรยีง 並ぶ」「ไล่ 追跡する」の
他にもあった。次の通りである（表 2 から漏れた下位のもの）。「สาวเทา้ 足を速め




 TNC コーパスから無作為に ตาม の用例 100 例を抽出し、ตาม を含む構文はどの
ようなタイプに分けられるのか、使用頻度が高いのはどのタイプか、という点に
ついて分析を試みた。その結果、構文タイプは 5 つの主要タイプに分類できるこ
と、そして จรสัดาว อนิทรทศัน์ (1996)のコーパス調査の結果と同様、「抽象的な前置詞
用法の構文」での使用が圧倒的に多いことが分かった。（動詞と前置詞の区別に
ついては第 1 節で簡潔に述べたが、詳しくは高橋（2017）や Takahashi (2020)を
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の 経 路 を 表 す 動 詞
句），動詞 ตาม（＋{経
路 / 起源 }名詞句），
（移動の経路を表す
動詞句） 
เขาเดนิจากบา้นตาม (ทาง) ไปถงึโรงเรยีน 
彼は歩いて家を離れ（道を）辿って学校に
着く 
เขาเดนิตาม (น้อง) เขา้ไปในบา้น 
彼は歩いて（弟に）従って家に入る 







動詞 ตาม と機能語句 ตามดว้ย～ 次に～が続く 
ตามแต่～ ～次第だ、～に因りけりだ 
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 調査の結果、前置詞 ตาม の後ろに生起するのは単純な名詞句に限らず、名詞
化標識 nominalizer の ที に導かれた名詞化節 nominalized clause である場合
（「จดทะเบยีนสมรสตามทปีระมวลกฎหมายแพ่งและพาณิชยก์ําหนด 民商法典が規定する通りに婚姻登録
をする」など）も少なくないことが明らかになった。1 割程度がそのような ที に
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